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昨
年
、
研
究
に
必
要
な
情
報
を
得
る
た

め
に
、
卒
業
後
、
初
め
て
同
窓
会
に
連
絡

を
と
っ
た
。
自
分
は
卒
業
論
文
で
取
り
組

ん
で
以
来
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
、
及
川

平
治
と
い
う
大
正
新
教
育
を
代
表
す
る
人

物
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
研
究
し
続

け
て
い
る
。

連
絡
を
し
た
理
由
は
、
論
文
の
執
筆
過

程
で
彼
に
影
響
を
与
え
た
人
物
を
探
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
千
葉
師
範
学
校
出
身
の
石

川
榮
司
と
い
う
人
物
に
辿
り
着
い
た
こ
と

に
よ
る
。
師
範
学
校
創
設
初
期
の
人
物
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
得
ら
れ
た
情
報
は
僅

か
だ
っ
た
が
、
丁
寧
に
対
応
し
て
頂
い
た

こ
と
は
有
り
難
か
っ
た
。

こ
う
し
て
全
く
予
期
せ
ぬ
経
緯
で
同
窓

会
に
連
絡
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ

が
、
こ
れ
ま
で
も
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
同
窓

の
方
に
助
け
て
い
た
だ
い
て
き
た
。

最
初
に
研
究
職
を
得
て
着
任
し
た
の
は

秋
田
大
学
で
あ
る
。
辞
令
を
も
ら
っ
た
着

任
初
日
に
、
上
司
か
ら
言
わ
れ
る
が
ま
ま

県
主
催
の
総
合
的
な
学
習
の
研
究
大
会
に

出
席
し
、
懇
親
会
ま
で
同
席
し
た
。
懇
親

会
の
席
で
出
身
大
学
は
ど
こ
か
と
尋
ね
ら

れ
、
千
葉
大
だ
と
答
え
た
と
こ
ろ
、
あ
る

指
導
主
事
の
方
か
ら
自
分
も
だ
と
言
わ

れ
、
秋
田
の
教
育
事
情
を
深
く
教
え
て
頂

い
た
。
そ
れ
と
は
別
に
、
卒
業
論
文
の
指

導
教
員
か
ら
研
究
室
の
Ｏ
Ｂ
の
方
を
紹
介

し
て
も
ら
い
、
秋
田
大
で
の
学
生
指
導
に

大
変
な
力
添
え
を
頂
い
た
。
良
い
教
師
を

沢
山
育
て
た
い
と
希
望
し
て
就
職
し
た
教

員
養
成
学
部
だ
っ
た
が
二
年
で
去
る
こ
と

に
な
り
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
に
異
動
し

た
。異

動
し
て
直
ぐ
に
修
士
論
文
の
指
導
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
附
属
小
学
校
の

ベ
テ
ラ
ン
の
現
職
の
教
師
で
あ
っ
た
。
こ

の
方
の
実
践
研
究
を
担
っ
て
も
ら
っ
た
の

が
千
葉
の
小
学
校
に
勤
め
る
同
級
生
だ
っ

た
。
何
も
知
ら
ず
指
導
教
員
と
し
て
挨
拶

に
行
っ
た
際
、
こ
の
同
級
生
か
ら
学
校
の

昇
降
口
で
開
口
一
番
、「
な
ん
で
あ
ん
た
、

こ
こ
に
い
る
の
？
」
と
言
わ
れ
、
互
い
に

大
笑
い
し
、
指
導
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら

解
放
さ
れ
た
の
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な

い
。
一
時
期
お
茶
大
の
附
属
中
学
校
に
も

同
級
生
が
お
り
、
大
学
時
代
の
学
籍
番
号

を
忘
れ
ず
に
い
る
か
を
確
認
し
合
い
、

メ
ー
ル
の
署
名
は
お
互
い
学
籍
番
号
を
書

い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
現
在
、
大
学
の
所

在
地
近
く
に
あ
る
公
立
小
学
校
の
学
校
関

係
者
評
価
委
員
を
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で

も
一
時
期
、
Ｏ
Ｇ
が
校
長
で
、
園
芸
学
部

の
Ｏ
Ｂ
が
地
域
代
表
で
加
わ
っ
て
お
り
、

大
学
の
話
で
懇
親
会
は
い
つ
も
盛
り
上

が
っ
た
。

研
究
者
は
出
身
大
学
を
尋
ね
ら
れ
る

と
、
大
抵
は
最
終
学
歴
の
大
学
（
院
）
を

語
る
。
自
分
の
場
合
、
お
茶
の
水
女
子
大

学
大
学
院
に
な
る
が
、
今
で
も
正
々
堂
々

（
？
）
千
葉
大
と
言
っ
て
い
る
。「
大
学
」

を
尋
ね
ら
れ
た
ら
、
そ
れ
が
正
確
で
あ
る

と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
自

分
の
人
生
の
中
で
、
千
葉
大
で
過
ご
し
た

四
年
間
の
重
み
は
格
別
で
あ
り
、
当
時
ご

指
導
を
頂
い
た
先
生
方
、
そ
し
て
同
窓
の

方
々
に
、
今
現
在
も
様
々
な
場
で
支
え
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

大
学
の
同
窓
生
と
の
結
び
つ
き
方
に
は

「
学
閥
」
と
い
う
特
権
性
を
孕
む
概
念
も

あ
る
が
、
こ
う
し
て
振
り
返
る
と
、
自
身

の
場
合
に
は
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ

ル
」（
社
会
関
係
資
本
）
の
概
念
の
方
が
当

て
は
ま
る
。
大
学
に
通
う
こ
と
は
人
生
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
豊
か
に
す

る
。
大
学
が
持
つ
こ
の
機
能
を
考
え
る

と
、
本
来
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
進
学

の
機
会
が
開
か
れ
て
い
る
場
で
あ
る
必
要

が
あ
る
も
の
の
、
格
差
社
会
が
進
行
す
る

現
在
の
日
本
で
は
、
経
済
的
理
由
か
ら
進

学
で
き
な
い
子
ど
も
も
多
い
。

冒
頭
で
は
個
人
的
な
研
究
テ
ー
マ
を
取

り
上
げ
た
が
、
目
下
の
研
究
の
軸
は
、
格

差
社
会
の
深
刻
な
現
実
に
対
し
、
学
校
教

育
と
し
て
可
能
な
貢
献
を
解
明
す
る
こ
と

に
あ
る
。
自
身
が
得
て
き
た
の
と
同
様
の

大
学
時
代
の
豊
か
な
経
験
を
、
そ
れ
を
望

む
全
て
の
子
ど
も
が
出
自
に
か
か
わ
ら
ず

得
ら
れ
る
た
め
に
何
が
出

来
る
か
、
こ
れ
か
ら
も
問

い
続
け
て
ゆ
く
つ
も
り
で

あ
る
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
･キ
ャ
ピ
タ
ル
と
し
て
の
大
学

お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授
・
副
理
事

冨
士
原

紀

絵

（
Ｈ
⚔
・
⚓
卒
）
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日
本
の
双
子
研
究
は
戦
前
か
ら
医
学

分
野
で
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
戦
後
に

は
東
京
大
学
教
育
学
部
と
医
学
部
の
共

同
研
究
が
始
ま
っ
た
。
教
育
学
部
付
属

中
・
高
等
学
校
に
双
子
生
徒
が
毎
年
二

十
組
入
学
し
、
学
業
成
績
、
体
育
能
力
、

芸
術
・
音
楽
能
力
、
性
格
や
心
理
面
か

ら
長
年
研
究
が
継
続
さ
れ
て
き
た
。
こ

の
研
究
は
書
籍
『
双
生
児
―
五
〇
〇
組

の
成
長
記
録
か
ら
』
(日
本
放
送
出
版

協
会
)に
詳
細
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

教
育
学
の
基
盤
に
な
る
貴
重
な
研
究
成

果
が
得
ら
れ
て
い
る
。

当
方
は
二
十
五
年
間
勤
務
し
た
大
阪

大
学
医
学
部
保
健
学
科
で
、
全
国
に
在

住
す
る
六
十
～
百
五
歳
の
約
一
万
二
千

組
の
中
高
年
齢
の
双
子
を
対
象
に
社
会

医
学
的
な
総
合
研
究
を
進
め
、
長
期
追

跡
調
査
研
究
を
実
施
し
て
き
た
。
こ
の

内
三
百
組
に
つ
い
て
は
、
既
に
大
学
病

院
に
来
院
し
て
い
た
だ
き
精
密
な
各
種

臨
床
検
査
、
血
液
検
査
、
体
力
測
定
、

食
品
・
栄
養
調
査
、
Ｗ
Ａ
Ｉ
Ｓ
知
能
検

査
、
人
生
満
足
度
テ
ス
ト
、
Ｍ
Ｐ
Ｉ
性

格
テ
ス
ト
等
を
受
け
て
い
た
だ
い
た
。

国
際
的
に
も
高
齢
の
双
子
を
大
規
模

に
追
跡
調
査
す
る
研
究
は
少
な
く
、
ロ

ン
ド
ン
大
学
、
カ
ロ
リ
ン
ス
カ
大
学
、

大
阪
大
学
の
三
大
学
が
主
要
な
大
規
模

研
究
を
行
っ
て
い
る
。
双
子
は
一
卵
性

と
二
卵
性
に
分
け
て
数
量
分
析
し
、
各

測
定
項
目
の
遺
伝
寄
与
率
を
算
定
す

る
。
一
卵
性
は
一
つ
の
受
精
卵
が
発
生

の
途
中
で
分
離
し
て
成
長
し
た
も
の
で

基
本
的
に
は
全
く
同
じ
遺
伝
子
を
持
っ

て
い
る
。
か
つ
て
日
本
で
は
双
子
が
生

ま
れ
る
と
一
人
を
他
家
に
養
子
に
出
す

風
習
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
異
な
る
環

境
で
育
て
ら
れ
成
長
し
た
高
齢
の
双
子

が
数
多
く
い
る
。
遺
伝
子
の
同
じ
人
間

が
別
々
の
人
生
を
歩
ん
だ
場
合
の
身
体

的
・
精
神
的
な
差
異
を
明
確
に
観
察
研

究
で
き
る
の
が
大
阪
大
学
の
高
齢
双
子

研
究
の
国
際
的
に
も
珍
し
い
特
徴
だ
。

今
後
も
長
期
調
査
が
必
要
だ
が
、
生
活

習
慣
の
差
や
人
生
経
路
の
差
異
が
影
響

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

一
卵
性
で
も
死
亡
年
齢
は
平
均
で
七

～
八
年
の
差
が
見
ら
れ
る
。
死
因
に
つ

い
て
も
大
多
数
は
異
な
る
死
因
で
あ

り
、
癌
（
悪
性
腫
瘍
）
に
つ
い
て
も
同

じ
癌
に
な
る
こ
と
は
極
め
て
少
な
い
。

特
殊
な
遺
伝
病
の
場
合
の
み
一
致
し
た

癌
の
例
が
有
っ
た
。
花
粉
症
や
ア
レ
ル

ギ
ー
は
遺
伝
・
体
質
的
要
素
が
強
い
と

一
般
に
思
わ
れ
て
い
る
が
、
不
一
致
の

割
合
が
高
い
。
ま
た
Ｗ
Ａ
Ｉ
Ｓ
知
能
検

査
の
結
果
で
も
、
一
卵
性
と
二
卵
性
の

間
で
は
大
き
な
差
は
見
ら
れ
ず
、
遺
伝

因
子
の
影
響
は
少
な
い
と
判
断
で
き

る
。
認
知
症
の
発
症
に
関
し
て
は
未
だ

例
数
が
少
な
い
が
、
一
卵
性
で
も
二
人

が
共
に
発
症
し
た
例
は
無
く
、
片
方
の

み
が
発
症
し
た
例
は
八
組
有
っ
た
。
な

お
興
味
深
い
こ
と
に
、
頭
髪
の
高
齢
化

に
よ
る
白
髪
化
の
程
度
は
、
一
卵
性
双

子
で
も
ペ
ア
内
で
大
き
く
異
な
り
、
片

方
が
黒
い
頭
髪
で
も
他
方
は
殆
ど
白
髪

化
し
、
大
差
が
見
ら
れ
る
ペ
ア
が
少
な

く
な
い
。
脱
毛
（
禿
）
の
程
度
は
逆
に

一
卵
性
ペ
ア
で
は
非
常
に
似
て
い
る
。

脱
毛
の
部
位
と
形
は
特
に
似
て
い
る
。

こ
れ
ら
遺
伝
子
が
全
く
同
じ
一
卵
性

の
双
子
に
お
け
る
健
康
度
の
差
異
は
、

遺
伝
で
な
く
環
境
因
子
に
よ
る
も
の
が

多
い
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
関
与

す
る
環
境
因
子
の
解
明
が
極
め
て
重
要

に
な
る
。
関
与
す
る
環
境
因
子
が
詳
細

に
解
明
さ
れ
れ
ば
、
様
々
な
病
気
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

最
近
の
分
子
遺
伝
学
の
発
展
で
、
環

境
因
子
に
よ
る
遺
伝
子
発
現
作
用
へ
の

関
与
が
分
子
レ
ベ
ル
で
徐
々
に
解
明
さ

れ
て
き
た
。
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
の
研
究
分
野

で
あ
る
。
遺
伝
子
は
環
境
因
子
に
よ
り

活
性
化
さ
れ
た
り
不
活
化
し
た
り
す
る

こ
と
が
解
明
さ
れ
て
き
た
。
遺
伝
子
に

メ
チ
ル
基
が
作
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

遺
伝
子
の
働
き
が
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｎ
か
Ｏ

Ｆ
Ｆ
に
な
る
こ
と
が
解
っ
て
き
た
。

今
後
は
、
ど
の
環
境
因
子
が
ど
の
遺

伝
子
に
関
与
す
る
か
を
解
明
す
る
の
が

予
防
医
学
に
お
い
て
特
に
重
要
に
な

る
。
な
お
収
集
デ
ー
タ
が
少
な
い
の
で

断
言
で
き
な
い
が
、
長
寿
に
関
連
す
る

要
因
で
非
常
に
大
き
い
環
境
要
因
は
、

配
偶
者
の
性
格
が
関
与
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
。
多
く
の
高
齢
双
子
の
方
の

来
院
時
の
面
談
中
の
話
か
ら
推
察
す
る

と
、
配
偶
者
は
最
大
の
環
境
要
因
か
と

感
じ
て
い
る
。
心
理
的
・
精
神
的
要
因

が
最
重
要
の
長
寿
要
因
と
思
っ
て
い

る
。「
心
」
の
奥
深
い
大
切
さ
を
感
じ

る
。

特 別 寄 稿

(Ｓ
49
・
⚓
卒

大
阪
市
）

双
子
長
寿
の
研
究
か
ら

大
阪
大
学
医
学
部
保
健
学
科
名
誉
教
授

早

川

和

生
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生
涯
に
わ
た
っ
て
音
楽
と

と
も
に
あ
る
人
生
を

教
授

本

多

佐
保
美

音
楽
科
教
室
は
、
小
中
専
門
教
科
コ
ー
ス
に

属
し
、
現
在
の
学
生
定
員
は
一
学
年
十
五
名
、

学
部
生
・
大
学
院
生
あ
わ
せ
て
お
よ
そ
六
十
名

の
学
生
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
教
員
は
声
楽
の

久
住
先
生
、
器
楽
（
ピ
ア
ノ
）
の
揚
原
先
生
、

音
楽
科
教
育
・
ピ
ア
ノ
の
竹
内
先
生
と
本
多
の

四
人
体
制
で
す
。
教
育
学
部
全
体
の
教
員
数
減

少
に
伴
い
、
音
楽
科
教
員
も
定
年
教
員
の

不
補
充
が
続
き
大
変
苦
し
い
状
況
で
す

が
、
そ
ん
な
中
で
も
特
に
実
技
レ
ッ
ス
ン

を
一
年
次
か
ら
四
年
次
ま
で
継
続
し
、
一

人
一
人
を
丁
寧
に
見
る
き
め
細
か
な
指
導

の
伝
統
を
保
と
う
と
頑
張
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
音
楽
の
演
奏

も
復
活
し
、
四
年
間
の
集
大
成
で
あ
る
卒

業
演
奏
試
験
は
毎
年
一
月
下
旬
に
学
内
の

け
や
き
会
館
ホ
ー
ル
に
て
、
学
生
主
催
の

卒
業
演
奏
会
は
毎
年
三
月
頃
に
学
外
の

ホ
ー
ル
を
借
り
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

音
楽
棟
合
奏
室
に
て
音
楽
科
コ
ン
サ
ー
ト
が
大

学
祭
な
ど
の
機
会
に
開
催
さ
れ
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
表
す
る
よ
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。
二
〇
二
二
年
度
か
ら
全
面
実
施
と
な
っ
た

「
千
葉
大
学
全
員
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
学
生

が
各
自
の
興
味
・
関
心
に
も
と
づ
き
、
短
期
間

で
も
学
生
の
う
ち
に
海
外
に
出
て
、
文
化
や
歴

史
を
肌
で
感
じ
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。
学
内
で
準
備
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
例
え

ば
北
欧
の
特
別
支
援
教
育
視
察
や
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
大
学
に
お
け
る
語
学
留
学
等
）
に
参

加
し
た
り
、
あ
る
い
は
学
生
が
自
主
的
に
計
画

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
あ
る
学
生
た
ち
は
、
ウ
ィ
ー
ン
や
プ
ラ
ハ

に
赴
き
、
当
地
に
て
オ
ペ
ラ
鑑
賞
や
教
会
で
の

演
奏
会
に
参
加
し
た
り
、
作
曲
家
ゆ
か
り
の
地

を
訪
ね
た
り
し
て
、
現
地
に
お
け
る
西
洋
音
楽

の
あ
り
方
を
ま
る
ご
と
体
験
す
る
と
い
う
得
難

い
経
験
を
し
て
大
き
く
成
長
し
て
帰
っ
て
き
ま

し
た
。

附
属
小
・
中
学
校
と
の
連
携
を
し
っ
か

り
と
行
っ
て
い
る
の
も
、
音
楽
科
の
特
徴

の
一
つ
で
す
。
一
年
次
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
実
習
や
セ
レ
ク
ト
実
習
等
で
、
附
属
学

校
の
授
業
を
参
観
す
る
こ
と
は
、
音
楽
の

授
業
の
つ
く
り
方
や
、
教
師
に
必
要
な
力

に
つ
い
て
学
生
が
深
く
理
解
す
る
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。
附
属
学
校
と
大
学
と
の

連
携
研
究
を
継
続
的
に
行
い
、
毎
年
開
催

さ
れ
る
公
開
研
究
会
の
共
同
研
究
者
と
し

て
関
わ
り
、
そ
こ
で
の
成
果
を
教
科
教
育

法
な
ど
学
部
の
授
業
に
還
元
し
て
い
ま
す
。

音
楽
の
も
つ
力
で
子
供
た
ち
を
育
て
た
い
と

い
う
大
き
な
志
を
も
ち
、
日
々
、
私
た
ち
自
身

も
音
楽
の
も
つ
力
を
実
感
し
、
楽
し
い
時
も
苦

し
い
時
も
音
楽
と
と
も

に
あ
る
人
生
を
、
大
学
を

卒
業
し
た
あ
と
も
ず
っ

と
続
け
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
、
毎
年
卒
業
生
を

送
り
出
し
て
い
ま
す
。

生
涯
野
球

濱

井

清

之

私
の
野
球
歴
は
三
角
ベ
ー
ス
に
始
ま
り
、
中

学
で
軟
式
、
高
校
か
ら
大
学
ま
で
硬
式
で
プ

レ
ー
し
た
。
高
校
教
員
と
な
り
四
校
で
野
球
部

監
督
を
二
十
五
年
、
校
長
就
任
後
は
関
東
地
区

及
び
千
葉
県
高
野
連
の
会
長
と
し
て
運
営
に
携

わ
っ
た
。
退
職
後
縁
あ
っ
て
還
暦
軟
式
野
球
と

出
会
い
現
役
復
帰
、
現
在
は
某
還
暦
チ
ー
ム
の

監
督
兼
選
手
並
び
に
古
希
チ
ー
ム
の
選
手
と
し

て
プ
レ
ー
し
て
い
る
。
我
が
還
暦
チ
ー
ム
は
三

部
ま
で
二
十
七
チ
ー
ム
あ
る
千
葉
県
リ
ー
グ
に

所
属
、
元
プ
ロ
や
甲
子
園
球
児
を
多
数
擁
す
る

強
豪
チ
ー
ム
が
多
く
あ
る
中
で
元
校
長
が
六
人

在
籍
す
る
異
色
の
存
在
な
が
ら
一
部
残
留
を
維

持
し
て
い
る
。
三
期
前
に
は
奇
跡
的
に
優
勝
も

経
験
し
、
全
国
大
会
に
は
四
年
連
続
出
場
中
で

あ
る
。
古
希
チ
ー
ム
も
同
様
に
一
昨
年
一
部
で

優
勝
、
当
時
新
人
(笑
)の
私
は
六
割
を
超
え
る

打
撃
で
Ｍ
Ｖ
Ｐ
を
受
賞
し
た
。

一
方
で
身
体
の
衰
え
に
は
抗
え
ず
日
々
怪
我

や
筋
肉
痛
と
戦
っ
て
い
る
。
今
後
い
つ
ま
で
プ

レ
ー
で
き
る
か
不
明
だ
が
、
六
十
年
を
超
え
る

私
の
野
球
人
生
の
集
大
成
と
し
て
、
体
力
気
力

の
続
く
限
り
、
一
日

で
も
長
く
継
続
で

き
る
よ
う
挑
戦
す

る
つ
も
り
で
あ
る
。

書
と
の
幸
せ
時
間川

﨑

明

美

墨
の
薫
り
、
筆
と
和
紙
が
擦
れ
る
音
、

五
感
を
研
ぎ
澄
ま
し
、
た
だ
無
心
に
書
に
向

か
う
時
間
が
、
私
は
好
き
だ
。

書
は
、
高
校
時
代
の
恩
師
、
鈴
木
方
鶴
先

生
と
の
出
会
い
か
ら
始
ま
っ
た
。
先
生
の
穏

や
か
な
人
柄
が
に
じ
み
出
る
作
品
に
憧
れ
、

書
道
の
時
間
が
待
ち
遠
し
か
っ
た
。
大
学
に

入
学
し
、
な
ん
と
先
生
が
書
道
科
の
講
師
で

あ
る
こ
と
を
知
り
、書
道
科
を
副
専
攻
し
た
。

久
米
東
邨
先
生
、
高
澤
南
総
先
生
、
そ
し
て

鈴
木
方
鶴
先
生
ら
か
ら
書
道
の
魅
力
を
学
ん

だ
。
多
く
の
時
間
を
書
道
科
で
過
ご
し
、
充

実
し
た
大
学
生
活
で
あ
っ
た
。

教
員
に
な
っ
て
も
書
道
と
の
か
か
わ
り
を

持
ち
な
が
ら
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
退
職

後
は
、
年
に
数
回
し
か
筆
を
持
つ
機
会
は
な

く
な
っ
た
が
、
書
に
向
か
う
こ
と
は
私
の
幸

せ
時
間
と
な
っ
て
い
る
。
と
同
時
に
、
自
分

の
生
活
や
心
持
ち
を
見
つ
め
直
す
時
間
で
も

あ
る
。

退
職
後
の
生
き
方
･親
の
介
護
に
直
面
す

る
と
様
々
な
感
情
が
表
れ
て
く
る
。
そ
ん
な

時
、
書
の
作
品
づ
く
り
を
通
し
て
心
を
整
え

て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

こ
れ
で
よ
し
！
と
自
分
が
納
得
で
き
る
生

き
方
を
書
と
の
時
間
の
中
で
求
め
続
け
て
い

け
た
ら
幸
せ
で
あ
る
。

(Ｓ
52
・
⚓
卒

東
金
市
）

(Ｓ
57
・
⚓
卒

市
原
市
）

松井裕樹選手と

揚原教授によるピアノレッスン

学舎の
今 音楽教室から
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学
生
か
ら
も
大
好
評
の
教
育
学
部
バ
ス

ツ
ア
ー
を
紹
介
す
る
。
令
和
五
年
度
か
ら

一
・
二
年
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
こ

の
事
業
は
、
多
く
の
学
生
が
教
員
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い

る
。
千
葉
大
学
教
育
学
部
が
千
葉
県
教
育

委
員
会
か
ら
指
定
を
受
け
、
今
年
度
で
三

年
目
。
日
帰
り
又
は
宿
泊
希
望
者
を
募

り
、
千
葉
県
内
の
小
学
校
・
中
学
校
・

教
育
施
設
で
の
体
験
ツ
ア
ー
で
あ
る
。

定
員
百
五
十
名
が
募
集
開
始
か
ら
一
時

間
ほ
ど
で
埋
ま
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
学
生

か
ら
好
評
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
東
上

総
・
北
総
・
南
房
総
方
面
の
小
学
校
・

中
学
校
・
博
物
館
・
県
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
等
の
体
験
及
び
視
察
を
行
っ
た
。

以
下
、
こ
の
体
験
を
し
た
二
名
の
現
役

学
生
の
体
験
談
を
紹
介
す
る
。

（
文
責

水
野
平
吾
）

＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊

学
校
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー
の
体
験
を
通
し

て
、
実
習
で
は
あ
ま
り
行
く
こ
と
が
な
い

北
総
地
区
の
小
学
校
に
行
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
一
日
だ
け
の
参
加
で
し
た
が
、

実
際
の
授
業
を
見
て
、
自
分
が
大
学
で
専

攻
し
て
い
る
算
数
に
加
え
て
家
庭
科
な
ど

の
あ
ま
り
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
教
科
も

学
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
休
み
時
間
を

通
し
て
、
児
童
と
積
極
的
に
関
わ
る

こ
と
で
、
一
日
で
も
子
供
の
成
長
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
教
員
に
な
り

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま

し
た
。

（
四
年
・
仙
波
陽
菜
）

＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊

大
学
二
年
次
で
の
学
び
か
ら
、
レ
ベ

ル
の
高
さ
を
感
じ
、
教
職
に
対
し
て
漠

然
と
し
た
不
安
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
、
算

数
が
苦
手
な
子
に
個
別
で
教
え
た
り
、

ロ
ン
グ
昼
休
み
に
子
供
た
ち
と
ド
ロ
ケ

イ
を
し
た
り
な
ど
、
子
供
た
ち
と
関
わ

る
中
で
、
子
供
と
の
関
係
性
を
作
っ
た

り
深
め
た
り
す
る
楽
し
さ
や
喜
び
を

感
じ
ま
し
た
。
そ
の
学
校
の
先
生
か

ら
、
教
職
の
や
り
が
い
に
つ
い
て
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
て
、
教
職
へ
の
志
望
の

思
い
が
高
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
内
容

か
ら
、
そ
れ
ま
で
持
っ
て
い
た
漠
然
と
し

た
不
安
が
消
え
て
、
教
職
に
つ
く
た
め
に

頑
張
り
た
い
と
い
う
意
欲
が
湧
き
ま
し

た
。

（
四
年
・
山
口
侑
夏
）

私
は
チ
カ
ラ
ン
日
本
人
学
校
に
勤
務
し

て
い
る
。
チ
カ
ラ
ン
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
東
に
五
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場
所
に
あ
る
。
そ
し

て
、
私
の
勤
務
し
て
い
る
チ
カ
ラ
ン
日
本

人
学
校
は
、
二
〇
一
九
年
四
月
に
開
校
さ

れ
た
開
校
七
年
目
の
学
校
で
あ
る
。

私
は
、
大
学
四
年
生
の
時
に
、
チ
カ
ラ

ン
日
本
人
学
校
で
、
二
週
間
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
。

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
新
卒
一
年

目
か
ら
日
本
人
学
校
で
勤
務
し
よ

う
と
決
断
し
た
。
現
在
、
私
は
小

学
三
年
生
の
学
級
担
任
を
し
て

い
る
。
一
学
期
を
振
り
返
る
と
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
時
に

は
見
え
な
か
っ
た
日
本
人
学
校

の
一
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
ず
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ら
で

は
の
工
夫
で
あ
る
。
日
本
人
学

校
で
は
、
限
ら
れ
た
教
材
や
教
具

の
中
で
教
育
す
る
必
要
が
あ
る
。

運
動
会
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
う
環

境
を
生
か
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
伝
統
衣

装
「
バ
テ
ィ
ッ
ク
」
を
衣
装
の
一
部
と
し

て
使
用
し
た
り
、
限
ら
れ
た
教
具
の
中
で

で
き
る
競
技
を
考
え
た
り
す
る
等
、
日
本

人
学
校
な
ら
で
は
の
工
夫
を
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

ま
た
、
学
校
内
で
の
多
文
化
共
生
の
姿

勢
に
感
銘
を
受
け
た
。
本
校
に
は
、
日
本

各
地
や
外
国
か
ら
来
た
子
供
、
現
地
で
生

ま
れ
育
っ
た
子
供
、
国
際
結
婚
家
庭
の
子

供
等
、
多
様
な
環
境
で
育
っ
た
子
供
た
ち

が
同
じ
教
室
で
学
ん
で
い
る
。
そ
の
た

め
、
子
供
た
ち
同
士
で
「
ち
が
い
」
が
見

え
る
こ
と
が
多
々
あ
る
。
し
か
し
、
異
文

化
の
中
で
暮
ら
す
仲
間
と
し
て
、そ
の「
ち

が
い
」
を
当
た
り
前
で
あ
る
と
認

識
し
、
相
手
の
価
値
観
を
受
け
入

れ
よ
う
と
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
校
で
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
に

よ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
授
業

や
、
現
地
人
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
等

を
通
じ
て
、
日
々
、
異
文
化
理
解

に
努
め
て
い
る
。

ま
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
お
い

て
も
、
現
地
の
方
と
の
交
流
等
を

通
じ
て
、
異
文
化
を
理
解
す
る
面

白
さ
を
感
じ
、
充
実
し
た
日
々
を

送
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

チ
カ
ラ
ン
日
本
人
学
校
で
の

経
験
は
、
自
身
の
教
育
観
や
価
値
観
の
形

成
に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
だ
ろ

う
。
そ
の
た
め
、
今
後
も
日
本
人
学
校
な

ら
で
は
の
良
さ
や
工
夫
、

現
地
の
文
化
を
学
ん
で

い
く
と
と
も
に
、
本
校
の

子
供
た
ち
の
た
め
に
奮

闘
し
て
い
き
た
い
。

海外の教育施設から

チカラン日本人学校に
派遣されて

榊原 歌恋（Ｒ⚗・⚓卒）

教育学部バスツアー


